
・グラウトⅡ　25ｋｇ
・グラウトⅠ　25ｋｇ
・ファインショットマイクロ
 20.4ｋｇ/ケース

粉体3ｋｇ
樹脂0.4ｋｇ  ×6セット/ケース

0.2ｍｍ～5ｍｍ0.017ｍｍ
ファインショットマイクロ※

・可使時間は３０分（気温２５℃以上では２０分）です。

SDSの入手は購入先にご依頼下さい。

● 使用上の注意

R5.2

● 本 社 ・ 工 場 〒870-0141 大 分 県 大 分 市 三 川 新 町 1 ‐ 2 ‐ 2 3 TEL（097）552-2251 FAX（097）552-2213
● い わ き 工 場 〒979-3112 福島県いわき市小川町上平字中平 30‐3 TEL（0246）83-2600 FAX（0246）83-2677
● 大 阪 支 店 〒532-0003 大 阪 府 大 阪 市 淀 川 区 宮 原 5 ‐ 1 ‐ 3  TEL（06）6842-7500 FAX（06）6842-7544
● 福 岡 支 店 〒814-0151 福 岡 県 福 岡 市 城 南 区 堤 1 ‐ 9 ‐ 1 0 TEL（092）874-6990 FAX（092）862-6398
● 関 東 支 店 〒224-0003 神奈川県横浜市都筑区中川中央 2-5-13-3F TEL（045）534-9656 FAX（045）534-9657
● 仙 台 支 店 〒984-0012 宮 城 県 仙 台 市 若 林 区 六 丁 の 目 中 町 6 ‐ 2 TEL（022）287-7221 FAX（022）287-7222
● 名 古 屋 支 店 〒463-0048 愛知県名古屋市守山区小幡南 3‐5‐21 TEL（052）758-1889 FAX（052）758-1890
● 札 幌 営 業 所 〒007-0805 北海道札幌市東区東苗穂 5 条 3‐2‐32 TEL（011）786-6051 FAX（011）786-6052
● 新 潟 営 業 所 〒950-0963 新潟県新潟市中央区南出来島 1‐10‐23 TEL（025）280-9282 FAX（025）283-6262
● 静 岡 営 業 所 〒422-8058 静 岡 県 静 岡 市 駿 河 区 中 原 7 4 3 ‐ 1 ‐ 1 F TEL（054）270-9380 FAX（054）270-9381
● 北 陸 営 業 所 〒920-0027 石 川 県 金 沢 市 駅 西 新 町 2 ‐ 1 1 ‐ 2 5 TEL（076）204-9417 FAX（076）204-9418
● 広 島 営 業 所 〒739-1731 広 島 県 広 島 市 安 佐 北 区 落 合 2 ‐ 4 1 ‐ 2 2 TEL（082）841-2350 FAX（082）841-2360
● 熊 本 営 業 所 〒861-8045 熊 本 県 熊 本 市 東 区 小 山 2 ‐ 1 4 ‐ 4 7 TEL  050-3399-7419 FAX（096）388-6227
● 鹿 児 島 営 業 所 〒890-0082 鹿 児 島 県 鹿 児 島 市 紫 原 1 ‐ 5 1 ‐ 2 5 TEL（099）284-0533 FAX（099）284-0535
● ㈱エレホン・技研本社 〒781-0270 高 知 県 高 知 市 長 浜 5 2 2 6 ‐ 1 3 TEL（088）805-2332 FAX（088）841-2322
● ㈱エレホン・技研松山営業所 〒791-8042 愛 媛 県 松 山 市 南 吉 田 町 1 4 5 0 ‐ 6 TEL（089）974-8225 FAX（089）974-8230

エレホン・グラウトは、プレミックスタイプの無収縮高強度グラウト材です。弊社開発の無収縮技術や特殊膨張システ
ムを採用することで長期に渡る容積安定性、ならびに高性能減水剤を配合し粉体の粒度を調整することで高流動性
や高強度を実現させました。構造物の間隙充填施工にぜひお役立て下さい。エレホン・グラウトには汎用タイプのグ
ラウトⅡ、微細骨材をミックスしたグラウトⅠをご用意しております。超微粒子高性能無機系注入材ファインショット
マイクロ（別途カタログをお求め下さい）を含め、間隙充填の選択性を高めております。

空隙処理が要りません。



14.29ℓ

4.4ｋｇ※

1.750

1,750ｋｇ（70袋）
※必要水量は、温度やミキサーの回転数等により若干増減します。

14.29ℓ

4.9ｋｇ※

1.750

1,750ｋｇ（70袋）

①清掃 必要に応じて、下記の清掃を行なって下さい。
 ・施工面の汚れを除去。
 ・施工面にこびりついた油は、可能な限り洗浄。

②前準備 必要に応じて、型枠を設けて下さい。

③吸水調整 水打ちやERシーラー2.5倍希釈液によるシーラー処理を推奨します。
 シーラー処理をした場合次工程までの養生時間は1時間以上です。

④混練 グラウトをグラウトミキサーやハンドミキサーなどで攪拌します。
 1袋以上混練する場合の攪拌時間の目安は、高速ミキサーで2分、低速ミキサーで4分、
 1/2袋混練の場合は、高速ミキサーで1分半、低速ミキサーで2分です。
 ※攪拌時間はミキサーの種類、回転数や混練量等により調整して下さい。

⑤施工 攪拌したグラウトを、流し込みやモルタルポンプ等で注入します。 
 充填、注入は、片側から施工して下さい。 
 充填、注入を始めたら、中断せずに最後まで続けて下さい。 
 攪拌後30分以内（気温25℃以上では20分以内）に使い切って下さい。 
 急激な乾燥による表面ひび割れ防止のため、露出面は硬化前にコテ押さえを行って下さい。

⑥養生 硬化後は、グラウト露出部分を濡れたむしろや布で覆い、急激な水分の蒸発を防ぎ、3日以上養生して下さい。

1日 16.3 16.2

0 0

8.1 7.5

2時間10分 2時間30分

7時間 7時間30分

4.4 4.9

25 25

3日 45.9 40.7

7日 61.2 55.4

28日 72.9 68.5

0.88

3.9

9.95

2.9

0.190 0.185

1.2

3.7

9.13

2.9

1.2

0.85

0.87

0.70

0.68

0.67

※1） 流下時間の測定は、J14ロートを使用し、温度は20℃で行った。

※2） 圧縮強さと凝結時間はJIS R 5201に準拠し、供試体の作製及び養生は、20℃一定環境下で行った。

※3） ブリージング試験は、JIS A 1123に準じて行った。

※4） 膨張収縮率と鉄筋付着強度はJHS-312に準拠し、供試体の作製及び養生は20℃一定環境下で行った。

※5） -20～60℃熱膨張係数はNEXCO断面修復材料の性能照査に準拠し、供試体の作製及び養生は20℃一定環境下で行った。

※6） 静弾性係数、ポアソン比、せん断弾性係数はJHS-307-1992に準拠し、供試体の作製及び養生は20℃一定環境下で行い、

材令28日での結果である。

注） 上記表は当社実験室で試験を行った結果であり、品質保証値ではありません。
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